京都教区主教と常置委員の判断ミスはなぜ起きたのか？　　２００６．４．１０
京都教区の執行部はわずかな減給でこの事件の責任を取ったことにしてしまいました。
私は首座主教他の人権担当者に再発防止のための意見書を送り、4月中に返答をいただくことになっています。また最大の責任者の武藤主教は現在も立教大学の最高位の地位に君臨されています。その件で主教会に質問状を送付いたしました。
原田司祭は5人の少女に呪縛を掛け、マルコ伝9章9節にあるように
「・・・・このことは誰にも言ってはいけないよ！」を繰り返し、8年間も少女の体を弄んだのです。教区主教と三浦司祭（総務局長）が最高裁判決後の県庁での記者会見で「事実無根で判決に強く抗議する」を繰り返し、 新聞、NHKで大きく報道されました。それを読んで新たな女性が事実を訴え出てきたのです。主教たちはこれを聞いて腰を抜かしたでしょう。もし、この女性が勇気を出せず、現れなかったら 未だに主教たちは事実無根を主張、新たな人権侵犯事件に発展していたでしょう。この女性の勇気が聖公会を少しは救ったとも言えます。
2001年4月5日被害者のPTSDが昂じ、原田司祭に家族から連絡がはいり、彼は総合病院へ飛んで行き、病室の廊下で土下座をして親御さんに謝罪をしたのです。職員や先生が困り果て、一人で立ち上がれない司祭を抱きかかえるように引き上げたと記録に書かれている。彼はこの土下座で被害者や親御さんが許してくれるものと思っていたのです。

その前日に被害者の手記が主教に手渡されており、その内容のあまりのひどさに武藤主教が動転し、原田司祭にすぐ辞表を書かせ、退職が決定したのです。ところが２，３日して常置委員の一人が手記の内容を見て法律に詳しい信徒に相談し、この内容をすべて認めると聖公会自体が崩れるかも知れない！事実無根で押し通した方が良いと助言をしたのでしょうか？一旦退職が決定されたのに臨時の常置委員会で辞表を撤回し、事実無根の主張に180度転換したのです。主教もそれを認め、その後の三回の交渉の席でも一切応じず事実無根を言い張り、遂に地裁提訴となったのです。
あくまで一部否定であったかも知れないが、いつの間にか全否定にすり替わってしまったというお粗末な話なのだ！
 2001年から2005年までの全ての常置委員は最大の重い責任があるといえます。特に
 武藤主教・高地主教、古賀司祭、文屋司祭　三浦司祭等は重責任者です。信徒代表の常置委員も責任を免れないという意見もあります。
 東京教区や中部教区他でも当時ウイリアムスで勉強された方は 原田司祭から説教学を学び、聖光教会に寄宿して実習を受けた人がたくさんいるはずです。 
 その汚れた手で実に30年間もサクラメントに携わっていたことを考えると本当に重罪です。5人の被害女性は一生この忌まわしい体験を背負って生きていかねばなりません。
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